





The Study of Eating habit about “Nobiru”
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吸い口 ○（2） ○ ○ ○ 味噌汁やすまし汁に散らす（1）
味噌添え ○（2） ○ ○ ○
味噌汁の具 ○（1） ○ ○ ○
胡麻和え ○（1） ○ ○ さっと茹でる（1）
酢の物 ○（1） ○ ○ さっと茹でる（1）
おひたし ○（1） ○ ○ さっと茹でる（1）
卵とじ ○（1） ○ ○ ̶
天ぷら ○（1） ○ ○ ̶
餃子の具 ○（1） ○ ○ ニラの代替（1）
炒め物 ○（1） ○ ̶






























































昭和 26・27 1 食糧難の時に食べていただけのため ○
30 1 転居して佐賀に来たため ○





48 1 結婚したため距離的に取りに行けなくなった ○
50 1 特になし ○
55 2 食べてみたが固くてそれっきり ○
小ネギに代わった ○




平成 25 1 採取して1，2回食べた。子供の勉強のため ○





合計（名） 20 4 3 4 1 1 2
*ノビルをかつて摂食していた16名の記述を対象とし，項目毎に該当する記述が確認された場合に○を記入した。
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図 3 ノビルに対するイメージ（n=20）
及び選択要因（n=85）
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